
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者用 

「吹田版 iPad」を安全に活用するための

ルールブック 

保護者の皆様 

文部科学省が進めるＧＩＧＡスクール構想の実現により、吹

田市も児童に１人１台のタブレット（iPad）を配備しました。 

児童には、タブレットを安全に学びに活用できるよう、各校

では、左に示しているルールブックに沿って指導しています。 

本ルールブックでは、各ページにおいて、左側に児童用ルー

ルブックを示し、右側に解説等を掲載する形式で、保護者用と

してまとめました。タブレットを持ち帰った際は、こちらの内

容を確認ください。 

児童用ルールブック 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音量ボタン 

（音量を上げる／下げる） 

FaceTimeHD カメラ 

（インカメラ撮影） 

スリープ／スリープ 

解除ボタン 

（長押しで電源 ON／

OFF） 

ホームボタン 

（ホーム画面に戻る） 

Lightning コネクタ 

（Lightningケーブルと

接続して充電） 

iSight カメラ 

（カメラ撮影） 

iPad（第７世代） 

各部の名称と機能 

「吹田版 iPad」は学習活動で使用することを目的

として配備されています。家庭で使用する際は使い

方や時間などのルールをきちんと決め、正しく使う

ようご指導ください。また、長時間の使用により目

の負担になることがないよう。ご留意ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

iPad を活用すれば、様々なことができるというこ

とを表しています。児童は文房具と同じように

iPad を活用しながら主体的に学びを広げていきま

す。 

ここは、吹田第一小学校で決めたルールです。 

ご家庭でもお子様と一緒にご確認ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

iPad は学校から児童一人ひとりに貸与されているもの

です。転出や卒業する時には学校へ返却してもらいます

が、それまでは同じ端末を使い続けます。返却した端末

は、新入生や転入生などが使うので、大切に使うように

学校で指導しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ID・パスワードはデジタルの世界において、児童一人

ひとりがインターネット上のサービスを利用する際に必

要なとても大切なものであり、他人に教えたりするもの

ではありません。そのため、学校で管理するのではな

く、自分で管理するように指導しています。また、自分

のパスコードやパスワードは保護者と一緒に決めること

としていますので、よろしくお願いします。 

（本ルールブックの最後に管理票を付けています。ご家庭での 

パスコード・パスワードの管理に活用ください。） 

有害なサイトにアクセスしないようにフィルタリング

機能が働いていますので、ご安心ください。 

故意や重大な過失があった場合、またはルールブック上

で禁止されている行為による故障、破損は弁償の対象と

なることがありますが、通常の教育活動での故障、破損

等は対象とはなりません。紛失時は、必ず警察に届けた

うえで学校に連絡してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カメラ機能の利用方法を誤ると、肖像権の侵害や名誉

棄損などにつながります。学校でもここに記載している

内容を指導しますが、保護者の皆様もご理解いただき、

一緒に確認してください。 

授業等で活用するソフトウェアであるミライシードと

Microsoft Teams の使用に関する注意事項です。学習

にのみ児童が活用することを学校で指導しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持ち帰ったときは、セキュリティの観点から、外部のフリー 

Wi-Fi への接続は禁止しています。ただし、児童用のルール 

ブックにある５つの施設では接続が可能です。自宅では自宅 

の Wi-Fi にのみ接続してください。接続時には、自宅の 

Wi-Fi の設定（SSID）入力等が必要となります。 

iPad は、児童が学習に使うための道具です。家庭に持

ち帰った際は、使う場所、使う時間、保管場所（充電場

所）を話し合い、決めてください。また、持ち帰った日

は充電を行い、翌日は満充電で学校に持って来るように

してください。なお、充電ケーブルは家庭のものを使用

しても構いません。 

端末を使うときの健康面でのポイントを、本人の習慣として 

身につけられるよう、学校でも指導しますが、保護者の方に 

も気にかけていただけると効果的です。 


